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1 事業の概要 
 
京都府では放置された森林が増加し、問題となっている。一方地球温暖化といった地球

規模の問題は益々深刻化し、石油・石炭などの化石燃料に変わる自然エネルギーとして、

木の粉を固めた木質ペレットという燃料が注目されているが、いまだ認知度が低く、普及

の障害となっている。 
そこで、本事業では、京都府内の木材を製材している製材所で発生する木の粉や間伐材

などを原料として、ペレットづくりとペレット利用の試行を行った。またそれらの試行は

イベントとして開催し、ペレットで焚いた足湯体験やストーブでの利用など、地域の人々

が森林・環境問題への意識を高める場とした。イベントの前後には勉強会を開催し、地域

資源の有効利用の実現へ向けたペレットの生産・利用の可能性と課題について探り、共有

した。 
ワークショップには、親子連れから自治体職員等の専門家まで、約 70名の参加者が訪れ、

ペレット作りを体験することができた。第一回勉強会においては、50 名もの参加者が集ま

り、京都府内の森林・林業の現状を知り、木質ペレット等の木質バイオマスへの知識を得

るきっかけ作りとすることができた。また木質ペレットを用いた足湯体験のイベント出展

では、100 名ほどの参加者が訪れ、木質ペレットに関心を示していた。さらに第二回勉強会

においては、30 名もの参加者が集まり、ワークショップの様子が報告されたほか、今後の

木質資源の生産、利用についての課題が共有された。 

製材時に発生する木の粉や未利用の間伐材を、ペレットに加工することで資源の有効利

用となったほか、化石燃料を木質バイオマスで代替することで、地球温暖化の防止につな

がることを広くアピールできた。地域内での資源の循環を生み出し、地域の経済を活性化

させる仕組みについて、地域へ広く啓発することができた。 
 
事業名  京都府内産木材による木質ペレットづくり 
事業地域  京都市内（南区・製材所及び左京区・知恩寺） 
実施期間  2007 年 8 月～12 月 
主な内容  第一回勉強会 

ペレットづくりワークショップ 
ペレット足湯体験出展 
第二回勉強会 

 



2 スケジュール 

2007 年 8 月 研究会の開催 

2007 年 9 月 見学会の開催 

2007 年 10 月 ペレットづくりのイベントの実施 

2007 年 11 月 ペレットを利用するイベントの実施

2007 年 12 月 研究会の開催 

 

 
 
 
 
 
 



3 用語説明 
 

3-1 ペレットとは 

 木質ペレットとは、木の粉を直径 4～12mm、長さ 10～25mm の円筒状に、熱を加えて

圧縮して固めたものである。100％木でできており、製材くずや木の皮を燃料などとして生

まれ変わらせることができる。資源の有効利用につながるほか、石油やガスの代わりに使

うことで地球温暖化の防止につながる、エコロジーなエネルギーである。 
 木質ペレットを燃料タンクに入れておけば、燃料を継ぎ足す手間がいらない。薪などに

比べて形や水分が均質であるため、火力の調整もしやすく煙も少ないため、日本でも給湯

や冷暖房への利用が進んでいる。 
 また、燃料としての利用のほかにも、飼料や肥料としても用途が広がっている。 
 
一般的な木質ペレット 
 
価格：50 円/kg 程度 
低位発熱量：3,600～4,00kcal 
含水率：10～15% 
灰の発生量：0.5～3% 
 
 

3-2 京都の木質資源の利用を考える会とは 

 
京都の木質資源の利用を考える会は、京都府内で森林や林業、木材業に関心のある有志

が集まり、2007 年 7 月に設立した。木質資源を地域でどうやって使っていくことができる

かを、考えていくための組織である。 
 

3-2-1 構成 
 
・中川重年（研究会座長、京都学園大学バイオ環境学部教授） 
・京都府内産木材による木質ペレットづくり研究会 
中川典子（株式会社 千本銘木商会 ／ 京都府木材組合連合会・京都木材協同組合所属） 
岡田光正（株式会社 岡田材木店  ／  京都府木材組合連合会・京都木材協同組合所属） 
岡田和也（株式会社 岡田材木店  ／  京都府木材組合連合会・京都木材協同組合所属） 

・薪く炭く KYOTO 会員 80 名 ※2007 年 7 月現在 
・京都・森と住まい百年の会 会員 82 名 ※2007 年 7 月現在 
 



●薪く炭く KYOTO（しんくたんくきょうと） 

持続可能な循環型社会のモデルを提案することを目指し、京都の大学生、会社員、行政

職員が中心となって 2002 年 6 月に設立。日本に豊富に存在し再生可能な資源である森林バ

イオマスを、エネルギー資源として生活や産業に広く活用することで、森林の健全な利用

を推進し、持続的な循環型社会の形成を図ることが可能になると考え、薪や炭など伝統的

な利用だけでなくペレットや液化などの新しい利用のあり方にも着目し、森林バイオマス

の利用についての普及啓発、実践的活動、調査研究、ならびにネットワークを広げる活動

を行っている。 
 

●京都・森と住まい百年の会 

京都（地域）の森林を守るネットワークであり、森林を育てる林業者と京都（地域）

の木を使う消費者が手を結ぶための組織である。森林に関係する府民が立場の違いを乗

り越え、地域の森林を豊かに育て、森林資源を大切に使うための社会システムを地域に

生み出すために、地域材を活かすための啓発行事（山と街をつなぐ見学会や講演会）や

会報「百年便り」の発行、木造建築何でも相談室の開設を行う。 

 
 



4 活動報告 
 

4-1 第 1 回勉強会 

 

■ 日時：9 月 26 日（水）19:00～21:00（受付：18:30～） 
■ 場所：府庁 NPO パートナーシップセンター 会議室（京都市内） 
■ 概要： 
「ペレットの課題と期待、ヨーロッパの事例など」 
京都学園大学バイオ環境学部 教授 中川重年氏 
「京都の製材所の現状」 
（株）岡田材木店 岡田和也氏  
「京都の木林学（きりんがく）のススメ」 
（株）千本銘木商会 中川典子氏 
「森林バイオマスの普及への取組」 
薪く炭く KYOTO（しんくたんくきょうと）成田真澄氏 
■ 参加費：500 円（資料代） 
■ 参加者数：50 名 
■ 内容： 

大変多くの参加者があり、会場は満員であった。 

薪く炭く KYOTO からは、木質資源の利用に関する

基本的な情報提供と取組紹介が、（株）岡田材木店

と（株）千本銘木商会からは、実際の現場に携わ

る者の視点で、木の文化のあり方と木材業の現状

が報告された。中川氏からは、欧米での先進的利

用方法から、京都で木質資源を利用していくため

の考え方が提示された。 

会場の様子  

■ 参加者の反応： 
ペレットを初めて見る人が半分ほどを占めた。こ

れまで知らなかった製材所や山の現状を知り、木

質資源の利用の必要性を感じ取り、また、木質資

源の多様な利用方法に関心を持つきっかけとなっ

た。参加者は、終了後も講演者に活発に質問を投

げかけていた。 

 

 
講演する中川氏 



4-2 ペレットづくりワークショップ 

 

■ 日時：10 月 7 日（日）10:00～16:00  
■ 場所：（株）岡田材木店（南区吉祥院） 
■ 概要【時間】： 
・木をひく技を見てみよう ～製材見学～【午前の部：10:30～  午後の部：13:00～】 

・木くず・間伐材からペレットをつくろう！ ～ペレットづくり体験～ 

【午前の部：11:00～  午後の部：14:00～】 

・その他 

ペレットストーブ・バーナーの実演、ペレットグリルバーベキュー、炭火焼体験【11:30

～15:00】、森のクラフト教室【14:00～16:00】、七輪陶芸【10:00～12:00】、薪割りデモ

ンストレーション、ペレットのお話、紙芝居、森林バイオマスすごろく、パネル展示 

■ 参加費：無料（一部有料） 

■ 参加者数：70 名 
■ 内容： 

好天に恵まれ、会場には多くの親子連れから、自

治体職員や木材業者などの専門家までが訪れ、製

材や薪、炭、ペレットといった木質資源に親しん

だ。 
午前と午後に 1 回ずつ、実際に京都府内産のヒノ

キを製材する現場を見学し、発生した木の皮など

の木質資源をペレット製造機まで運び、ペレット

を製造した。ペレット製造機を稼動させるときに

は拡声器でペレットの概要などについて説明を行

った。 

会場の様子 

また、ペレットバーベキューによる軽食や、ペレ

ットストーブで焼いた焼き芋などが販売され、炭

を使った七輪陶芸のワークショップも行い、木質

資源のよさを存分に体感できる内容となった。 

国産ストーブ・バーナーの実演 



■詳細と参加者の反応： 
・製材所見学 
大きな音に驚く参加者も多いものの、大木が板に

なる様子に皆感心すると同時に、多くの木質資源

が発生する現場も目の当たりにした。自分たちの

暮らす地域の製材所の存在を知り、新たな視点で

地域を見るきっかけとなった。 
 
・ペレット製造機の実演 

京都産ヒノキを製材する様子 
今夏に開発された新型の可動式小型ペレット製

造機を用い、スギ・ヒノキの皮や幹、竹、プレー

ナー屑、かんな屑等の木質資源から木質ペレット

を製造した。子供たちは、製材で発生した木質資

源をペレット製造機まで運び、破砕に投入した。 
参加者の中には、ペレット製造機を見るために遠

方から訪れている人もいた。木質ペレットの製造

過程で必要となるエネルギー量など、多くの質問

が寄せられた。 
子供たちが運んだ木を機械に入れる様子  

・ペレットストーブ・バーナーの実演 
国産のペレットストーブ 4 台とペレットバーナ

ーを 1 台展示し、うちペレットストーブ 2 台とペ

レットバーナーを実演した。 
焼き芋を焼いたペレットストーブに注目が集ま

っていた。特に女性は、ペレットストーブで料理

ができることに興味を持っていた。熱心に説明に

聞き入る人が多く、ペレットストーブの資料を持

ち帰る人もいた。煙突や耐火用の柵などを心配す

る声が多く、ペレットストーブの設置にあたって

の、実際的な質問が多かった。 

ペレット製造機の成型部分 

 
・その他 
ペレットバーベキューグリルで焼いたじゃがバ

ターや、七輪で焼いたマシュマロなどが人気であ

った。 

できあがった木質ペレット 



4-3 ペレット足湯体験出展 

 

■ 日時：11 月 10 日（土）10:00～16:00 

■ 場所：知恩寺（百万遍交差点東入る北側） 

■ 概要【時間】： 
・イベント（火の市）へのペレット足湯体験コーナーの出展【10:00～16:00】 

■ 参加費：無料（一部有料） 

■ 参加者数：100 名 
■ 内容： 

森のよさ、楽しさを伝えるためのイベントである

「森の文化祭」の 1 日目に催された「火の市」に

ペレット足湯を出展し、ペレットづくりワークシ

ョップでつくったペレットを燃やして湯を沸かし、

参加者に無料で足湯を体験してもらった。 
会場ではペレット足湯のほかに、森や木、薪や炭

などに関係するグッズや炭火料理が販売され、天

候にも恵まれて、賑わいを見せていた。 
 会場の様子 

■ 参加者の反応 

滋賀県産のヒノキで作られた足湯は香りが良く、

通りがかりの地域住民や学生も気軽に湯につかり

ながら、ペレットに関する説明を受けていた。 
足湯につかりながら焼き芋を食べるなど、参加者

はゆっくりとした時間を過ごしながら、ペレット

に親しんだ。 

足湯につかる参加者 



4-4 第 2 回勉強会 

 

■ 日時：11 月 21 日（水）19:00～21:00（受付：18:30～） 

■ 場所：府庁NPOパートナーシップセンター 会議室（京都市内） 

■ 概要： 
「ペレットづくりワークショップ報告」 

岡田 和也氏 （（株）岡田材木店） 
「ペレットストーブの展示説明」 
「地域の森林と木質都市の再生～ヨーロッパを参考に～」 

北尾 靖雅氏 （京都女子大学家政学部生活造形学科 准教授） 
■ 参加費：500 円（資料代） 

■ 参加者数：20 名 
■ 内容： 

はじめに、（株）岡田材木店から、京都の製材業

の概要の説明が行われ、続いてペレットづくりワ

ークショップの結果が写真を交えて報告された。 

その後休憩もかねて、会場と同建物内に展示して

あるペレットストーブや、ワークショップで製造

されたペレットを実際に触れながら、説明が行わ

れた。 

北尾氏からは、地球温暖化防止の観点から、いか

に木をうまく使っていくべきか、またそのための

担い手を育成していく重要性が指摘された。 

ストーブを説明する様子 

 

■ 参加者の反応： 
実際にペレットストーブの購入を考えている参

加者からは、ストーブの使い方や設置の障害など

について、詳しく質問が寄せられた。 

また会場からは、ペレット製造時に必要なエネル

ギー量など、具体的な質問が挙がった 

 

 

 

講演する北尾氏  

 



5 成果と課題 
 

5-1 成果 

ワークショップには約 70 名、第 1回勉強会には

約 50 名、イベントへの出展には約 100 名、第 2回

勉強会には約 30 名もの参加者が集まり、化石燃料

を木質バイオマスで代替することで、地球温暖化

の防止につながることを広くアピールでき、多く

の人々にペレットの利点や課題、木質資源の価値

と現状とを発信することができた。 

勉強会では、京都の木質資源の利用の現状から、

最新の木質資源の活用に関する話題が提供された。

さらには、木質資源を利用するにあたって、森側と都市側で取り組むべきことについて議

論が交わされた。 

ワークショップ会場の様子 

 ワークショップでは、ペレットの製造工程である、破砕、乾燥、成型を一台の 4 トント

ラックに載せた移動式ペレタイザーにより、市街地でも 4 トン車が入り製造できるスペー

スさえあれば、ペレットを製造可能であることがわかった。今回は、身近に存在している

もののあまり知られていない木質資源を、都市の中でペレットに加工し、活用するという

小規模の循環モデルが可能であることを目に見える形で分かりやすく証明し、今後の実現

の可能性が広がった。また同時にさまざまな課題が浮き彫りになり、今後京都の木質資源

を活用していくための、貴重な情報が得られた。 

 

5-2 ペレット製造における課題 

 

エネルギー源 

 ペレタイザーの稼動には、電力、ガスを必要と

し、今回は発電機も別途用意された。そのため、

発電機の音やスペースが必要となり、コストも増

加した。ペレットの製造に必要なエネルギーは、

ペレットの持つエネルギー量の約 1 割程度といわ

れているが、そのエネルギーを化石資源で賄うこ

とは、普及啓発的にも、来場者に疑問を投げかけ

るものとなってしまう。乾燥の熱源や稼動の電力を、

ペレットの持つエネルギーでまかなう技術は現在開

発中であり、今後の進展が期待される。 

子供も参加してのペレット作り 

 



機器の動作 

 ペレタイザーの稼動には、専門の技術者数名があたり、乾

燥機の温度管理や材料の投入量をコントロールしながら行

った。実際の材料投入には、子供を含めた来場者も参加した

が、破片が飛び散ることもあるため、注意深く行う必要があ

った。また、破砕機の音や発電機の音が大きいため、長時間

稼動させることは、イベントの進行を妨げる可能性がある。 

 成型機の能力は 1時間あたり 100～300kgのものを使用し

たが、破砕機の能力が低かったため、1 時間あたり 20～30kg
程度しか製造できなかった。乾燥機は食品用の製品であった

ため、能力が非常に高かったが、もともと含水率の低かった

材料は、含水率が落ちすぎてしまい、ペレットの質が下がる

要因にもなっていた。 

かんな屑の投入 

 

原料 

着色料や接着剤等の化学製品が含まれていない

ものであれば、竹、木の幹、皮、おが粉、廃材等、

いずれの木質資源でも安全に製造ができた。破砕

機の能力から、直径約 10cm 以下のサイズという

制約があったため、大きな幹は、薪割り機等で事

前に加工してから使用した。 
全般的に、材料に合わせて水分や乾燥機の温度

調整が必要であったため、よく固まった品質のよい

製品から、粉っぽく質の悪い製品までが出来上がった。製造能力を最も大きく左右したの

は、材料の含水率であった。破砕機に投入する段階で、40～50%の含水率がもっとも製造

システムに適しており、乾燥機を通過後、13～15%まで含水率が落ち、成型過程でさらに 2
～3%落ち、最終的に 10～12％の製品となった。 

水分の調整 

今回使用した材料の中では、製材したばかりの木や、伐採直後の竹、かんなくずを使用

したケースが、もっとも製造能力が高かった。また、樹皮も乾燥機の温度調整によっては、

比較的製造能力が高かった。逆に、既に乾燥していたおが粉は最も製造能力が低く、水分

を与えながら、何度も成型機を通してようやく製造できる状況であった。 
 
燃焼機器との整合性 

 電気制御されたペレットストーブやボイラーは、形状や成分が均一なペレット燃料を想

定して製造されているため、ペレットの品質にばらつきがあると、故障の原因となりやす

く、また粉分が多いと詰まりやすくなる。そのため、製造したペレットは、電気を使用し



ないタイプのペレットストーブや、粉が詰まりにくいバーナ

ーで使用し、自家消費用としては問題なく燃えた。 
また竹で製造したペレットは、灰が多く熱量が高いため、

一般に燃料として使われていないが、一時的に電気を使用し

ないペレットストーブやバーナーで使用したところ、燃焼で

きた。しかし、長時間使用すれば、機器を傷める可能性が高

い。また、灰が固まり（クリンカー）となって、燃焼路の下

部に残っていた。 
 
製品の高付加価値化 

ペレット材料に香辛料等を添加し、香りや色のついたペレ

ットも試験的に製造した。しかし、香りが弱く、種類によってはほとんど効果がなかった。

竹で製造したペレットは見た目にも美しく、 

バーナーによる燃焼 

 
実際の導入 

 イベント的にペレットづくりを行うことは、いずれの地域でも可能性があることが証明

された一方で、実際の導入には、かなりの初期コストが発生することが分かった。また、

ペレットを販売できるレベルの品質まで生産能力を高めたり、高付加価値製品を開発する

ことで、初期コストを回収できる可能性は十分にあるが、そのためにはより詳細に実験し、

原料や機器との整合性に関するデータを得る必要があることが明らかとなった。 



6 新聞掲載記事 
 
京都新聞 2007 年 10 月 13 日 
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7 参考資料 
 

7-1 第 1 回木質ペレット勉強会資料 

  
木木質質ペペレレッットト勉勉強強会会～～ペペレレッットトのの課課題題とと期期待待～～  

 

 

 

■日 時： 9 月 26 日（水）19:00～21:00 

 

 

■場 所：府庁 NPO パートナーシップセンター 会議室 

 

 

 

□ 趣旨説明 19：00～19：05 

 

 

□ 第１部 京都での取り組みと現状  19：05～20：00 

 

・森林バイオマスの普及への取組 

成  田 真  澄  氏 （薪く炭く KYOTO） 

 

・京都の製材所の現状 

岡  田 和  也  氏 （（株）岡田材木店） 

 

・京都の木林学
き り ん が く

のススメ 

中  川 典  子  氏 （（株）千本銘木商会）  

 

□ 第２部 木質ペレットの課題と期待  20：00～21：00 

中  川 重  年  氏 （京都学園大学バイオ環境学部 教授） 



 
 
 
 
 
 
 

7-2 ペレットづくりワークショップ資料 

ペレットづくりワークショップ 

 
◇日時：2007 年 10 月 7 日（日）10:00～16:00   ◇会場：岡田材木店 

主催：京都の木質資源の利用を考える会 

薪割りデモンストレーション 

製材の技を見学できます。 
ペレットの原料が作られます。

（10：30～、13：00～） 

製材所見学 
製材機 

簡単なようで難しい 
薪割りをご覧ください。 

木質ペレットについて 
説明します。 

 

ペレットのお話 

 

木質ペレットができる 
行程を体験できます。 
（11:00～、14:00～） 

ペレットづくり体験 

 

ペレタイザー 受付 

（10:00～16:00） 

国産のペレットストーブが 
勢ぞろいしています。 

（10:00～15:00） 
 

キャンドル立て作りなど 
（14:00～16:00） 

＊参加費 500 円 

七輪と炭で簡単陶芸 
（10:00～12:00） 

＊参加費 500 円 

軽食・休憩スペース 

 

受付で食券を 
お買い求めください。 

（11:30～15:00） 
 

すごろく・紙芝居 

七輪陶芸 

クラフト教室 

ペレットストーブ実演 

ペレットバーベキュー、 
炭火焼体験 

木質ペレットや森林バイオマス

に関する資料をご覧ください。 

パネル・資料展示 

 

お手洗い 

 

喫煙所 
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7-3 火の市～ペレット足湯体験～資料



7-4 第 2 回木質ペレット勉強会資料 

  
京京都都のの木木質質資資源源のの利利用用をを考考ええるる会会第第２２回回勉勉強強会会  

 

 

 

■日 時： 11 月 21 日（水）19:00～21:00 

 

 

■場 所：府庁 NPO パートナーシップセンター 会議室 

 

 

 

□ 趣旨説明  19：00～ 

 

 

□ 第1部 ペレットづくりワークショップ報告  19：03～ 

 

岡  田 和  也  氏 （（株）岡田材木店） 

 

□ ペレットストーブの展示説明  19：20～ 

 

 

□ 第２部 地域の森林と木質都市の再生～ヨーロッパを参考に～19：40～ 

 

北  尾 靖  雅  氏 （京都女子大学家政学部生活造形学科 准教授） 

 

 

□ 質疑応答  （終了21：00） 
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